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１．目的 

 分光計測システムでは、時間経過によるシステムの

状態変動や、同種システム間の応答特性の差を補正す

るために定常性のある入力信号を観測し、その差を計

測する必要がある 1,2)。しかしながら、生体や食品など

変質が起こりやすく、かつ高水分量であるため温度変

化の影響を受けやすい計測対象物では、特定のサンプ

ルを基準物として保持・利用することが困難である。 

そこで、水分および有機材料を用いずに、これらの複

合物が提示するスペクトルを安定的に再現し、微分処

理された状態で検量モデルに適応したときに実サンプ

ルの場合と極めて近しい推定値を出力できる基準スペ

クトル発生装置を開発し、分光計測システムの応答特

性の変動及び機差などを迅速・高精度に測定すること

を最終目的として、その性能評価を行った。 

２．方法 

基準スペクトル発生装置（発生装置）の出力スペク

トルと実サンプルのスペクトルの比較、及び検量モデ

ルへの適合性確認を行った。発生装置の調整用データ

を取得するために、リンゴふじ A群５０個を用意し、

汎用近赤外分光計測装置（USB4000）を使用してこれ

らをインタラクタンス計測した。このデータを基に平

均スペクトルを作成し、“リンゴふじ”のリンゴ標準

スペクトルＡとした。取得したリンゴ標準スペクトル

Ａを再現するように発生装置を調整した後、この装置

の発生する装置標準スペクトルを汎用近赤外分光計測

装置で計測した。その後、別途用意したリンゴふじＢ

群を汎用近赤外分光計測装置で計測し比較用のリンゴ

標準スペクトルＢとした。発生装置の装置標準スペク

トルとリンゴＢ群のリンゴ標準スペクトルＢをそれぞ

れ同条件にて２次微分処理し結果を比較した。また、

Ａ群のリンゴ試料の２次微分スペクトルと糖度を基

に、糖度推定用の検量モデルを作成し、その検量モデ

ルを装置標準スペクトルに適応した。 

３．結果 

(1)発生装置により再生する装置標準スペクトルを

リンゴ標準スペクトルＢと比較した結果、２次微分処

理後の状態において、それぞれにおいて存在する複数

の正負のピークの位置や大きさが類似しており、両者

は高い相似性を示した(Figure 1) 。 

(2)りんごふじＡ群に基づく糖度推定用の検量モデ

ルを装置標準スペクトルに適応した結果、基準である

実際のリンゴふじＡ郡の糖度(OBrix)実測値の分布の

範囲である 12.4 OBrix から 16.1 OBrix 中に入る 15.8 

OBrix の値を示した。 

４．結論 

 試作した基準スペクトル発生装置（SPO-G1)は、２

次の微分処理を経た上で検量モデルによる対象推定値

が実際の測定値の範囲になる装置標準スペクトルを生

成することに成功した。今後、基準スペクトル発生装

置としての安定性の検証を行うともに、検量モデルの

バイアス補正法及び分光計測システムの応答特性の標

準化法への応用について検討する。 
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Figure 1. Second derivative spectra for standard spectrum 

generator and real sample (apple). 
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